
男女５階級の個人組手を初開催男女５階級の個人組手を初開催
第 1回全日本空手道体重別選手権大会第 1回全日本空手道体重別選手権大会

嶋田力斗
（84㌔級　優勝）

片岡大樹
（75㌔級　優勝）

池田刻斗
（67㌔級　優勝）

橋本大夢
（60㌔級　優勝）

中村しおり
（55㌔級　優勝）

宮原美穂
（50㌔級　優勝）

澤島さくら
（68㌔級　優勝）

千葉満利愛
（61㌔級　優勝）
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男子 84㌔超級男子 84㌔超級

　

新
設
さ
れ
た
個
人
組
手
の
全
日
本
空
手

道
体
重
別
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本

空
手
道
連
盟
）
が
６
月
11
・
12
日
、
群
馬

県
・
高
崎
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

男
子
84
㌔
超
級
で
は
、
鈴す
ず

木き

晃こ
う

成せ
い

（
東

北
地
区
）
が
決
勝
で
𠮷よ
し

村む
ら

郁い
く

哉や

（
東
海
地

区
）
と
対
戦
し
、
終
了
間
際
に
上
段
突
き

を
決
め
て
逆
転
勝
ち
し
た
。
女
子
68
㌔
超

級
決
勝
で
は
、
澤さ
わ

江え

優ゆ

月づ
き

（
関
東
地
区
）

と
植う
え

草く
さ

歩あ
ゆ
み（

全
空
連
推
薦
）
が
対
戦
し
、

判
定
に
よ
り
澤
江
が
接
戦
を
も
の
に
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

レ
ガ
シ
ー
大
会
と
位
置
付
け
ら
れ
、
男
女

の
個
人
組
手
を
国
際
大
会
と
同
じ
５
階
級

で
行
う
こ
と
が
最
大
の
特
徴
。
体
重
別
で

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
選
手
に

大
会
出
場
の
機
会
を
与
え
て
日
本
人
選
手

全
体
の
競
技
力
の
底
上
げ
を
目
指
す
。

女子 68㌔超級女子 68㌔超級

澤江優月
判定勝ちで優勝

鈴木晃成鈴木晃成
逆転で優勝逆転で優勝

第 1回全日本空手道体重別選手権大会第 1回全日本空手道体重別選手権大会
国際基準の個人組手体重別大会を初めて開催国際基準の個人組手体重別大会を初めて開催

会場となった高崎アリーナ
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男
子
の
部
（
６
月

　
男
子
の
部
（
６
月
1212
日
）
日
）

て
取
れ
た
金
メ
ダ
ル
で
す
。
や
っ
と
恩
返

し
が
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
」

■
67
㌔
級
（
24
名
）

　

21
年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
準
優
勝
で
大
阪
・

浪な
に
わ速
高
校
３
年
の
池い
け

田だ

刻と
き

斗と

（
全
空
連
推

薦
）
と
20
年
全
日
本
選
手
権
３
位
の
北き
た

代し
ろ

涼り
ょ

馬う
ま

（
九
州
地
区
）
の
決
勝
。

　

中
盤
で
池
田
が
上
段
突
き
を
決
め
る
。

そ
の
後
も
池
田
は
上
段
突
き
を
次
々
に
決

め
て
４
―
０
で
快
勝
し
た
。

◉�

67
㌔
級
優
勝
＝
池
田
刻
斗
（
全
空
連
推

薦
・
浪
速
高
校
）

「
自
分
は
高
校
生
な
の
で
思
い
切
り
い
く

こ
と
だ
け
を
考
え
ま
し
た
。
優
勝
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。
次
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

も
個
人
・
団
体
と
も
優
勝
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
」

■
75
㌔
級
（
23
名
）

　

決
勝
は
帝
京
大
学
２
年
の
片か
た

岡お
か

大た
い

樹き

（
関
東
地
区
）
と
東
京
五
輪
後
初
の
大
会

と
な
る
西に
し

村む
ら

拳け
ん

（
九
州
地
区
）
が
対
決
。

　

開
始
40
秒
で
、
片
岡
が
鮮
や
か
な
上
段

蹴
り
を
決
め
て
３
ポ
イ
ン
ト
を
先
制
し
、

優
位
に
立
つ
。
残
り
20
秒
、
焦
る
西
村
は

上
段
を
強
打
し
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
（
負
傷
に

つ
な
が
る
禁
止
行
為
）
の
累
積
で
反
則
を

60㌔級・決勝＝橋本（左）が上段突きを決める60㌔級・決勝＝橋本（左）が上段突きを決める

　

大
会
は
、
各
地
区
協
議
会
や
競
技
団
体

（
高
体
連
・
学
生
連
盟
・
実
業
団
）
よ
り

選
出
さ
れ
た
選
手
に
よ
っ
て
競
わ
れ
た
。

試
合
時
間
は
３
分
。
予
選
は
総
当
た
り
戦

を
実
施
し
、
上
位
４
名
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
し
た
。

■
60
㌔
級
（
24
名
）

　

18
年
世
界
選
手
権
60
㌔
級
銀
メ
ダ
ル
の

佐さ

合ご
う

尚な
お

人と

（
関
東
地
区
）
は
予
選
敗
退
。

決
勝
は
佐
合
に
勝
利
し
た
橋は
し

本も
と

大ひ
ろ

夢む

（
全

空
連
推
薦
）と
伊い

東と
う

大ひ
ろ

希き（
北
信
越
地
区
）

の
対
戦
。

　

橋
本
が
上
段
突
き
で
先
制
す
る
。
そ
の

後
も
上
段
突
き
を
決
め
て
４
―
０
と
し
ポ

イ
ン
ト
差
を
広
げ
た
。
こ
こ
か
ら
伊
東
が

上
段
、
中
段
と
突
き
を
決
め
て
４
―
４
の

同
点
に
追
い
つ
く
も
の
の
、
こ
こ
で
試
合

は
終
了
。
先
取
の
差
で
橋
本
が
伊
藤
を
降く
だ

し
、
60
㌔
級
の
初
代
王
者
に
輝
い
た
。

◉�
60
㌔
級
優
勝
＝
橋
本
大
夢
（
全
空
連
推

薦
・
天
理
大
学
）

「
自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
信
じ
て
戦

い
ま
し
た
。
自
分
一
人
で
勝
ち
取
っ
た
優

勝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
や
チ
ー
ム
メ
イ

ト
だ
っ
た
り
、
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ

67㌔級・決勝＝池田（左）の鮮やかな上段突き67㌔級・決勝＝池田（左）の鮮やかな上段突き
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宣
告
さ
れ
る
。
片
岡
が
大
本
命
の
西
村
を

破
り
、
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

◉�
75
㌔
級
優
勝
＝
片
岡
大
樹
（
関
東
地

区
・
帝
京
大
学
）

「
決
勝
で
は
西
村
選
手
と
対
戦
す
る
こ

と
と
な
り
、
何
が
な
ん
で
も
点
を
取
ろ
う

と
臨
み
ま
し
た
。
最
初
に
決
め
た
裏
回
し

蹴
り
は
満
足
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
ト
ッ

プ
選
手
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
自
信
に

◉
84
㌔
級
優
勝
＝
嶋
田
力
斗（
関
東
地
区
・
東
翔
）

「
決
勝
の
残
り
１
秒
の
時
は
、
負
け
て
い

る
側
な
の
で
、
行
く
し
か
な
い
と
前
に
進

み
ま
し
た
。
そ
れ
が
結
果
に
繋つ
な

が
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
回
初
め
て
の
体
重
別
と
い

う
こ
と
で
絶
対
に
勝
ち
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
１
回
目
の
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調
整
な
ど
、
ど
の
選
手
も

摑つ
か

め
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
と
思

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
か
ら
行
っ

て
返
さ
れ
た
際
に
重
い
パ
ン
チ
を
食
ら
い

ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
」

■
84
㌔
級
（
21
名
）

　

21
年
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
選
手
権
２
位
の
嶋し
ま

田だ

力り
き

斗と

（
関
東
地
区
）
は
予
選
で
20
・
21

年
の
全
日
本
選
手
権
覇
者
の
崎さ
き

山や
ま

優ゆ
う

成せ
い

（
全
空
連
推
薦
）
に
４
―
１
で
勝
利
し
、

決
勝
へ
と
進
ん
だ
。
21
年
世
界
選
手
権
３

位
の
森も

り

優ゆ
う

太た

（
関
東
地
区
）
と
対
戦
。

　

森
が
上
段
突
き
で
先
制
す
る
も
、
嶋
田

は
上
段
突
き
を
重
ね
て
３
―
１
で
逆
転
。

し
か
し
、
終
了
間
際
に
森
が
中
段
蹴
り
を

決
め
て
再
び
優
位
に
立
っ
た
。
終
了
の
寸

前
、
嶋
田
が
上
段
突
き
を
決
め
て
再
度
の

逆
転
。
こ
こ
で
試
合
終
了
と
な
り
嶋
田
が

劇
的
な
勝
利
を
収
め
た
。

75㌔級・決勝＝片岡（右）が上段突きで攻める75㌔級・決勝＝片岡（右）が上段突きで攻める

84㌔級・決勝＝嶋田（左）が中段蹴りを繰り出す84㌔級・決勝＝嶋田（左）が中段蹴りを繰り出す
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い
ま
す
。
自
分
は
初
戦
で
は
あ
ま
り
良
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
試
合
を
重
ね
る
た

び
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
上
が
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
の
流
れ
で
優
勝

で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

■
84
㌔
超
級
（
21
名
）

　

21
年
全
日
本
選
手
権
準
優
勝
の
鈴
木
晃

成（
東
北
地
区
）は
決
勝
で
𠮷
村
郁
哉（
東

海
地
区
）
と
対
戦
。

　

残
り
32
秒
で
𠮷
村
が
上
段
突
き
で
先
制

す
る
も
、
鈴
木
が
崩
れ
た
𠮷
村
へ
上
段
突

き
で
一
本
を
取
っ
て
３
―
１
で
リ
ー
ド
し

た
。
負
け
じ
と
𠮷
村
も
上
段
突
き
で
有
効

を
重
ね
て
３
―
３
と
し
、
先
取
の
差
で
優

位
に
立
っ
た
。
残
り
１
秒
で
鈴
木
が
上
段

突
き
で
１
ポ
イ
ン
ト
獲
得
し
て
逆
転
。
鈴

木
が
４
―
３
で
接
戦
を
も
の
に
し
た
。

◉�

84
㌔
超
級
優
勝
＝
鈴
木
晃
成
（
東
北
地

区
・
帝
京
大
学
）

「
決
勝
は
大
き
な
技
で
（
ポ
イ
ン
ト
を
）

い
き
な
り
取
れ
ま
し
た
が
、
自
分
と
し
て

は
細
か
い
技
で
取
っ
て
い
き
、
そ
の
中
で

大
き
な
技
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
初

代
王
者
に
な
れ
て
嬉う
れ

し
い
で
す
。
今
回
は

自
分
を
出
し
切
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
試
合
で
は
自
分
の
組
み
手
が
出
せ
ま

し
た
が
、
課
題
は
残
り
ま
す
。
今
年
は
帝

京
大
学
の
学
生
選
手
権
４
冠
を
目
指
し
た

い
で
す
」

84㌔超級・決勝＝鈴木（上）が上段突きで一本を取った
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■
50
㌔
級
（
17
名
）

　

18
・
21
年
の
世
界
選
手
権
連
覇
の
宮み
や

原は
ら

美み

穂ほ

（
九
州
地
区
）
が
予
選
か
ら
実
力
差

を
見
せ
て
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。
対

戦
相
手
は
福
井
高
校
２
年
の
大お
お

田た

花は
な

希き

（
高
体
連
）。春
の
全
国
高
校
選
抜
大
会〈
代

替
大
会
〉
の
個
人
組
手
48
㌔
級
で
優
勝
し

て
い
る
。

　
女
子
の
部
（
６
月

　
女
子
の
部
（
６
月
1111
日
）
日
）

め
て
逆
転
。
中
村
が
３
―
１
で
黒
田
を
退

け
て
優
勝
し
た
。

◉�

55
㌔
級
優
勝
＝
中
村
し
お
り
（
全
空
連

推
薦
・
エ
ス
・
ピ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

「
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
55
㌔
級
は
み
ん
な

ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
、
魅
力
的
な
試
合
に
な

っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
大
会

出
場
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
（
体
重
別
で
行
わ
れ
る
）
国
際

大
会
に
よ
く
出
て
い
る
の
で
、
い
つ
も
通

り
の
試
合
が
で
き
ま
し
た
」

　

宮
原
は
序
盤
に
中
段
突
き
で
先
制
さ
れ

る
も
、
上
段
突
き
と
中
段
蹴
り
を
次
々
に

決
め
て
７
―
３
で
圧
勝
。
宮
原
が
50
㌔
級

の
初
代
女
王
と
な
っ
た
。

◉
50
㌔
級
優
勝
＝
宮
原
美
穂
（
九
州
地

区
・
帝
京
大
学
職
員
）

「
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
で
す
。
体
重
別
だ

と
同
じ
階
級
の
選
手
と
試
合
で
き
る
の
で

そ
れ
も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
大

会
に
向
け
て
は
、
い
つ
も
通
り
の
練
習
を

行
い
、
試
合
で
は
自
分
ら
し
く
前
へ
出
る

こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
今
回
は
優
勝
よ

り
も
、
圧
倒
的
に
勝
つ
こ
と
が
目
的
だ
っ

た
の
で
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
高
校
生
と
試
合
す
る

の
も
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」

■
55
㌔
級
（
24
名
）

　

決
勝
は
中な
か

村む
ら

し
お
り
（
全
空
連
推
薦
）

と
黒く
ろ

田だ

愛よ
し

乃の

（
全
空
連
推
薦
）
の
対
決
。

　

中
盤
に
黒
田
が
中
段
突
き
で
先
制
し
た

が
、
中
村
が
立
て
続
け
に
上
段
突
き
を
決

50㌔級・決勝＝宮原（左）の中段蹴り50㌔級・決勝＝宮原（左）の中段蹴り

55㌔級・決勝＝中村（右）が上段突きで勝利
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■
61
㌔
級
（
24
名
）

　

横
浜
創
学
館
高
校
３
年
の
千ち

葉ば

満ま

利り

愛あ

（
全
空
連
推
薦
）
は
、予
選
で
崎さ
き

山や
ま

凜り
ん

（
高

体
連
）
に
敗
れ
た
も
の
の
、
他
の
試
合
は

す
べ
て
勝
利
し
て
決
勝
に
進
出
し
た
。
対

す
る
は
静
岡
・
御
殿
場
西
高
校
３
年
の
斎さ
い

藤と
う

綺き

良ら

理り

（
全
空
連
推
薦
）
で
高
校
生
対

決
と
な
っ
た
。

　

残
り
１
分
、
千
葉
が
中
段
突
き
で
先
制

し
、
残
り
10
秒
で
さ
ら
に
上
段
突
き
を
決

め
て
２
―
０
。
試
合
を
決
め
た
か
に
見
え

た
が
、
先
に
繰
り
出
さ
れ
て
い
た
斎
藤
の

中
段
蹴
り
が
Ｖ
Ｒ
判
定
に
よ
っ
て
技
あ
り

と
認
め
ら
れ
、
２
―
２
と
迫
る
。
し
か
し

残
り
２
秒
で
千
葉
が
上
段
突
き
を
決
め
て

差
を
広
げ
た
。
こ
こ
で
試
合
は
終
了
し
、

千
葉
が
３
―
２
で
勝
利
し
、
高
校
生
対
決

を
制
し
た
。

◉�

61
㌔
級
優
勝
＝
千
葉
満
利
愛
（
全
空
連

推
薦
・
横
浜
創
学
館
高
校
）

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
そ
し
て
初

め
て
の
体
重
別
は
新
鮮
で
し
た
。
新
た
に

導
入
さ
れ
た
『
カ
ラ
テ
・
ス
タ
ッ
ツ
』
は

見
る
側
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

選
手
側
も
自
分
の
ど
の
技
が
ど
れ
だ
け
入

っ
て
い
て
何
が
足
り
な
い
の
か
が
分
か

り
、
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
空
手
が
も
っ
と
盛
り
上
が
れ

ば
と
思
い
ま
す
」

61㌔級・決勝＝千葉（右）が残り２秒で上段突きを決める61㌔級・決勝＝千葉（右）が残り２秒で上段突きを決める
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ニュース　全日本空手道体重別選手権大会

■
68
㌔
級
（
17
名
）

　

決
勝
は
帝
京
大
学
の
澤さ
わ

島し
ま

さ
く
ら
（
近

畿
地
区
）
と
御
殿
場
西
高
校
の
橋は
し

本も
と

鈴す
ず

江え

（
高
体
連
）
の
対
戦
。
澤
島
が
先
制
し
た

後
、
再
び
澤
島
が
的
確
に
ポ
イ
ン
ト
を
奪

い
３
―
１
と
リ
ー
ド
を
広
げ
る
。
終
了
間

際
に
橋
本
が
上
段
突
き
を
決
め
、
残
り
２

秒
で
上
段
蹴
り
を
狙
う
が
試
合
終
了
。
澤

島
が
３
―
２
で
逃
げ
切
っ
て
勝
利
し
た
。

◉
68
㌔
級
優
勝
＝
澤
島
さ
く
ら
（
近
畿
地

区
・
帝
京
大
学
）

「
優
勝
し
た
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
嬉

し
い
で
す
。
初
め
て
の
体
重
別
で
す
が
、

ず
っ
と
こ
の
階
級
で
や
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
気
楽
に
楽
し
ん
で
で
き
た
か
な
と
思

い
ま
す
。
日
本
で
（
体
重
別
を
）
開
催
す

る
の
が
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

■
68
㌔
超
級
（
９
名
）

　

決
勝
は
、
20
年
全
日
本
選
手
権
者
の
澤

江
優
月
（
関
東
地
区
）
と
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

の
植
草
歩
（
全
空
連
推
薦
）
に
よ
る
実
力

者
同
士
の
カ
ー
ド
と
な
っ
た
。

　

残
り
１
分
で
、
植
草
が
中
段
突
き
を
決

め
て
貴
重
な
先
取
を
奪
取
し
た
。
残
り
13

秒
で
澤
江
も
中
段
突
き
を
決
め
１
―
１
と

な
る
が
、
先
取
に
よ
っ
て
植
草
の
優
位
は

変
わ
ら
な
い
。
果
敢
に
攻
め
る
澤
江
。
一

方
、
逃
げ
切
ろ
う
と
す
る
植
草
に
残
り
４

秒
で
反
則
が
与
え
ら
れ
、
先
取
が
取
り
消

さ
れ
た
。
そ
の
ま
ま
３
分
は
終
了
し
、
１

―
１
の
同
点
の
ま
ま
勝
敗
は
旗
判
定
に
。

澤
江
が
判
定
４
―
１
で
勝
利
し
、
植
草
を

破
っ
て
記
念
す
べ
き
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
輝
い
た
。

◉
68
㌔
超
級
優
勝
＝
澤
江
優
月
（
関
東
地

区
・
帝
京
大
学
）

「
第
１
回
の
記
念
す
べ
き
大
会
で
優
勝
で

き
て
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は
、（
中

段
突
き
で
）
先
取
を
綺き

麗れ
い

に
取
ら
れ
ま
し

た
が
、
焦
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
に
『
自

分
の
技
で
一
つ
ず
つ
取
ろ
う
』
と
臨
み
ま

し
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に
取
れ
た
の
で
、

よ
く
で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
判
定

と
な
り
ま
し
た
が
、
決
ま
る
ま
で
自
分
で

も
ど
う
な
る
か
分
か
ら
ず
『（
旗
が
）
上

が
れ
ば
い
い
な
』
と
判
定
を
待
ち
ま
し

た
。
上
が
っ
て
良
か
っ
た
で
す
（
笑
）」

68㌔級・決勝＝澤島（左）が上段突きを決める

68㌔級・決勝＝澤江（左）と植草の激しい攻防68㌔級・決勝＝澤江（左）と植草の激しい攻防

心技体 人を育てる総合誌
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試合後、ユーチューブに表示された「カラテ・スタ
ッツ」の画面。上段突き（上から２段目）は、技回
数が左 15回と右 10回、ポイント有効率は左が 27
％であることを示している

後輩にメッセージを送る荒賀さん

【男　子】
▷ �60㌔級　優勝＝橋本大夢（全空連推薦・天理大学）、２位＝伊東大希（北信越地区・近畿大学）、３
位＝内野翔太（全空連推薦・帝京大学）片岡光基（四国地区・国士舘大学）

▷ �67㌔級　優勝＝池田刻斗（全空連推薦・浪速高校）、２位＝北代涼馬（九州地区・近畿大学工学部）、
３位＝村上洋斗（全空連推薦・近畿大学）谷口涼太（中国地区・近畿大学）

▷ �75㌔級　優勝＝片岡大樹（関東地区・帝京大学）、２位＝西村拳（九州地区・チャンプ）、３位＝髙
橋慶大（東北地区・帝京大学）西村悠一朗（四国地区・高松中央高校）

▷ �84㌔級　優勝＝嶋田力斗（関東地区・東翔）、２位＝森優太（関東地区・豊鉄筋）、３位＝今出仁（高
体連・小松大谷高校）岩本遼（全空連推薦・慶應義塾大学）

▷ �84㌔超級　優勝＝鈴木晃成（東北地区・帝京大学）、２位＝吉村郁哉（東海地区・京都産業大学）、
３位＝中谷永吉（東海地区・帝京大学）角川滉寿（全空連推薦・博多高校）

【女　子】
▷ �50㌔級　優勝＝宮原美穂（九州地区・帝京大学職員）、２位＝大田花希（高体連・福井工業大学附
属福井高校）、３位＝野島蓮（関東地区・拓殖大学）田畑梨花（近畿地区・京都産業大学）

▷ �55㌔級　優勝＝中村しおり（全空連推薦・エス・ピー・ネットワーク）、２位＝黒田愛乃（全空連推薦・
東大阪大学敬愛高校）、３位＝島愛梨（近畿地区・帝京大学）藤田るり（近畿地区・近畿大学）

▷ �61㌔級　優勝＝千葉満利愛（全空連推薦・横浜創学館高校）、斎藤綺良理（全空連推薦・御殿場西
高校）、第３位＝角豊実（東海地区・東大阪大学敬愛高校）、山本文香（近畿地区・京都産業大学）

▷ �68㌔級　優勝＝澤島さくら（近畿地区・帝京大学）、２位＝橋本鈴江（高体連・御殿場西高校）、３
位＝広瀬空（東海地区・済美高校）若林美海（中国地区・中京学院大学）

▷ �68㌔超級　優勝＝澤江優月（関東地区・帝京大学）、２位＝植草歩（全空連推薦）、３位＝菊池瑞希
（東海地区・関東シモハナ物流）寺澤紗良（東海地区・中部学院大学）

大会結果大会結果

■
「
カ
ラ
テ
・
ス
タ
ッ
ツ
」
を
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
上
で
初
め
て
試
行

　

大
会
の
模
様
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ラ
イ

ブ
配
信
さ
れ
、
そ
の
中
で
各
種
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
試
合
の
状
況
を
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
し
た
「
カ
ラ
テ
・
ス
タ
ッ
ツ
」
と

い
う
世
界
初
の
試
み
も
行
わ
れ
た
。
試
合

中
は
攻
撃
回
数
、
試
合
後
は
技
ご
と
の
ポ

イ
ン
ト
有
効
率
な
ど
を
表
示
し
た
。

■
東
京
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

■
東
京
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

荒
賀
龍
太
郎
選
手
が
現
役
引
退

荒
賀
龍
太
郎
選
手
が
現
役
引
退

　

大
会
２
日
目
の
12
日
、
東
京
五
輪
男

子
組
手
75
㌔
超
級
の
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
で

16
年
世
界
選
手
権
優
勝
、
全
日
本
選
手

権
５
度
優
勝
の
荒
賀
龍
太
郎
さ
ん
＝
写

真
＝
の
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
が
同
会
場
で

行
わ
れ
た
。

　

荒
賀
さ
ん
は
「
日
本
代
表
と
し
て
15

年
間
世
界
で
戦
い
、
世
界
一
に
も
な

り
、
最
後
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に

立
っ
て
戦
い
抜
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の

日
本
中
か
ら
の
応
援
は
大
変
な
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
人
生
を
か
け
て
勝
負
し

て
見
ら
れ
た
世
界
一
と
い
う
景
色
は
、

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
選
手
た
ち
も
最
高
の
景
色
を
見
ら
れ

る
よ
う
、
勝
負
し
続
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」
と
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。
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